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釧路市食育推進協議会 

  



 

  

 



 

  

食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路短期大学 

取 組 の 名 称 地域食堂「コア大空食堂」 

実 施 時 期 令和７年６月２１日、１０月１８日 

令和８年２月７日 

取 組 内 容 釧路短期大学 生活科学科食物栄養専攻で臨床栄養学ゼミに所属する学生が、 

健康づくりに関するテーマとそれに沿ったメニューを考え、地域の方へ提供を 

行っています。（１０月、２月は食物アレルギーゼミと合同で実施） 

 

６月：熱中症・夏バテに負けない体づくりのためのメニュー 

ごはん、クリームシチュー、小松菜塩昆布サラダ、 

カットフルーツ（オレンジ） 

・卓上メモ→ビタミン C・B1、水分・塩分補給について 

１０月：寒さを乗り切るためのメニュー 

ごはん、中華スープ、麻婆豆腐、春雨サラダ、豆花（トウファ） 

・卓上メモ→体を温める食べ物、調理の工夫 

２月：特定原材料不使用、みんなで食べられる安心メニュー 

ビビンバ丼～なんちゃって卵入り～、味噌汁、根菜のかき揚げ、 

豆乳わらび餅 

・卓上メモ→食物アレルギー、アレルゲン食材の代替の工夫 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路短期大学 

取 組 の 名 称 「栄養・食品かるた」を活用した食育 

実 施 時 期 令和７年７月３日、１７日 

取 組 内 容 高齢者のフレイルは要介護状態のリスクとなり、食事面から予防・改善す

るためにはたんぱく質を中心にバランスよく、3 食しっかり食べることが

大切であることから、そのきっかけづくりとなるよう「栄養・食品かるた」

の活用を試みました。 

かるたを通して楽しみながら「自分の食生活を振り返る」「食事に関わる困

りごとに気づく」「他者の話を参考にする」ことでより健康的な食生活のこ

ころがけ、取り組みに繋がることを目的としています。 

臨床栄養学ゼミ所属の学生が、通所サービス「おたっしゃサービス」にて

利用者様に体験していただきました。 

 

読み札：食品名とその食品に含まれる栄養素やその働き 

取り札：表→食品のイラスト 

    裏→「食」に関する質問がかいてあり、取った人が答える 

（好きな食べ物、昨日食べたものなど） 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路消費者協会 

釧路市（市民生活課） 

取 組 の 名 称 釧路消費生活講座「道産米を使った料理教室」 

実 施 時 期 10 月 29 日 

取 組 内 容 ・釧路消費者協会と市市民生活課の共催で、北海度産米消費拡大事業の一

環として実施しました。 

 

講師 合同会社 Emi＆バルデラエミ 代表取締役 小西 綾 氏 

参加者 30 名 

料理 米粉のスペイン風ピサ、シーフードとチキンの本格パエリア 

米粉のシフォンケーキ 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路消費者協会 

取り組みの名称 牛乳・乳製品を使った料理教室 

実 施 時 期 11 月 12 日 

取 組 内 容 ・釧路消費者協会で、北海道産牛乳・乳製品消費拡大事業の一環として実

施しました。 

 

講師 栄養ステーションるーぷ 佐藤 あゆ美 氏 

参加者 30 名 

料理 チーズと大豆のコロコロ混ぜ込みご飯 

ヨーグルト味噌のチキンソテー 

白い三平汁、ホエイと粉のしっとりパウンドケーキ 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市消費者協会 

釧路市（市民生活課・環境事業課） 

取 組 の 名 称 食品ロス削減パネル展 

実 施 時 期 １０月１４日～１０月３０日 イオンモール釧路昭和 

１０月２０日～１０月２６日 コープさっぽろ貝塚店 

取 組 内 容 ・１０月の「食品ロス削減月間」に合わせ、市環境事業課と連携し、市内

商業施設で開催しました。 

・食品ロスの現状を知ってもらうことを目的とし、食品ロスの現状や削減

の考え方、実践例などを紹介したパネルを展示しました。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（環境事業課） 

取 組 の 名 称 食品ロス削減の普及啓発 

実 施 時 期 通年 

取 組 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路市では、「おいしい食べきり運動ネットワーク協議会」に参加し、食

品ロス削減を目的とした普及啓発活動を実施しています。市ホームページ

を通じて、食品ロス削減の重要性や家庭で取り組める具体的な方法を発信

するほか、忘新年会シーズンには飲食店で啓発ポスターを掲示し、適量注

文や食べきりを推奨しています。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 イオン北海道株式会社、釧路市（環境事業課） 

取 組 の 名 称 フードドライブ 

実 施 時 期 通年（毎月 5 日～11 日の期間） 

取 組 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオン釧路昭和店と釧路市は、食品廃棄物削減の取り組みを推進するた

め、「イオン釧路昭和店」内の、サービスカウンター前に専用コーナーを設

置し、令和５年 4 月から、毎月 5 日～11 日の期間に定例として実施して

います。 

 家庭で消費されずに残っている、未開封で賞味期限内の加工食品を店舗

で回収し、必要とされている団体に届けることによって、食品廃棄物削減

に繋げています。 

 

【令和６年度回収実績】 

 ２，３０１個、６１６キロ 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市食生活改善協議会 

釧路市（音別町行政センター保健福祉課） 

取 組 の 名 称 親と子の料理教室 

実 施 時 期 令和７年１１月 1６日 

取 組 内 容 □目的 

  親子で調理実習に取り組むことで栄養バランスのとれた食事や望まし

い食習慣の習得を目指し、生活習慣病の予防を図ります。 

 

□対象者・参加者 

 音別小学校の児童とその保護者 2 組４名 

 

□内容 

  釧路市食生活改善推進員の指導のもと、「ハムたまおにぎり」「ふきと

油あげのみそ汁」「キャベツとツナのいそべあえ」「サクサクチョコパイ」

の調理実習と試食を行いました。 

保健福祉課管理栄養士からは、ジュースに含まれる砂糖の量に関する

講話とクイズを行いました。 

 

Ⅰ 健康づくり Ⅱ 子どもを育む 

8



 

  

食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市食生活改善協議会 

取 組 の 名 称 音別産ふきの普及活動 

実 施 時 期 令和７年度 

取 組 内 容 □目的 

 音別地区の特産品であるふきの普及を図る。 

 

□内容 

  音別地区の特産品であるふきを活用したレシピを考案し、レシピ集の

発行、料理教室での紹介等を行いました。考案したレシピは「ふきの水

餃子」「ふきの春巻き（カレー風味）」「ふきジャムと米粉のパウンドケー

キ」の３品です。 

試作品作りの際には株式会社美警様より音別産のふき水煮を提供いた

だきました。また、地域おこし協力隊山菜等振興推進員の協力のもと、

本活動の情報発信も行いました。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（音別町行政センター保健福祉課） 

取 組 の 名 称 小・中学生口腔衛生教室 

実 施 時 期 令和７年１０月３０日 

取 組 内 容 □目的 

  口腔衛生に対する正しい知識を持ち、健全な生活習慣・食習慣を身に

つけ実践することにより、う歯・歯周疾患の発生予防を図ります。 

 

□対象者・参加者 

 音別小学校 5・6 年生 14 名 

 音別中学校 1～3 年生 14 名 

 

□内容 

歯科衛生士を講師に迎え、う歯予防や歯肉炎予防に関する講

話、ブラッシング指導等を行いました。 

 

Ⅰ 健康づくり Ⅱ 子どもを育む 

10 



 

  

食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（音別町行政センター保健福祉課） 

取 組 の 名 称 地区組織（釧路市食生活改善推進員）の養成・育成 

実 施 時 期 令和 7 年 4 月～令和 7 年 3 月 

取 組 内 容 □目的 

  主体的に健康づくりを行うことの必要性や重要性について認識し、地

域での住民のリーダーとなり、健康づくりを実践できる食のボランティ

アを養成及び育成します。 

 

□対象者 

 養成：釧路市民 

食のボランティアに興味のある方（食生活改善協議会入会希望者） 

 育成：食生活改善推進員 

 

□実績 

養成講座 再教育 育成指導 会議・研修 

回数 延人数 登録数 修了者数 回数 延人数 回数 延人数 回数 延人数 

- - - - 7 30 5 22 1 3 

                      ※R7 年 12 月末実績 

 

□内容 

 養成：規定のカリキュラムに沿って養成講座を実施します。 

 育成：組織の育成と活動の支援を行います。 

 

 

Ⅰ 健康づくり 

11 



 

  

食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市水産業対策協議会、釧路市水産加工振興協議会、釧路市漁業協同組合、釧路市東部漁

業協同組合、阿寒湖漁業協同組合、釧路機船漁業協同組合、釧路市（水産課） 

取 組 の 名 称 魚食普及事業 

実 施 時 期 ・釧路おさかな教室 ：９～３月 

・釧路産水産物の提供：2 月予定 

取 組 内 容 ・釧路おさかな教室 

釧路産水産物の PR や魚食普及を目的として、市内小学生及び市民団体等

を対象に釧路産水産物の調理やさばき方実習を行いました。令和７年度は

全 22 回開催、人数は延べ 559 人になる予定です。 

 

・釧路産水産物の提供 

釧路産水産物の提供を通じた魚食普及を目的として、野のはな園通園児を

対象に平成 30 年より実施してきました。今年度は、２月に約 75 食（通

園児 45 名、職員 30 名）提供する予定です。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市水産業対策協議会、釧路市水産加工振興協議会、釧路市漁業協同組合、釧路市東部漁

業協同組合、阿寒湖漁業協同組合、釧路機船漁業協同組合、釧路市（水産課） 

取 組 の 名 称 人材養成事業 

実 施 時 期 ・夏休み親子水産加工体験教室：８月８日 

・加工体験教室       ：11 月６日、12 月 18 日（随時） 

取 組 内 容 ・夏休み親子水産加工体験教室 

釧路産水産物の加工体験教室等を通じた釧路産水産物の PR や魚食普及を

目的とし、市内小学生とその保護者を対象に加工体験教室を実施しました。 

令和７年度は８月８日にイワシの缶詰、ホッケの天ぷらかまぼこ作りを行

い、人数は小学生 12、保護者 10 名という結果になりました。 

 

・市民向け加工体験教室 

釧路産水産物の PR や魚食普及を目的とし、釧路市民を対象に加工体験教

室を行いました。令和７年度は、11 月６日、12 月 18 日に秋鮭の飯寿司

作り講習会を実施し、人数は大人 20 名という結果になりました。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市水産業対策協議会、釧路市水産加工振興協議会、釧路市漁業協同組合、釧路市東部漁

業協同組合、阿寒湖漁業協同組合、釧路機船漁業協同組合、釧路市（水産課） 

取 組 の 名 称 釧路の水産業についての知識の普及 

実 施 時 期 ・出前講座：７～10 月 

取 組 内 容 ・出前講座 

釧路の水産業についての現状を知ってもらい、知識や魚食の普及を推進 

させることを目的として講座を開催しました。内容としては、釧路の水産

業の現状や水産加工について等の内容で、令和７年度は全４回開催し、人

数は 127 名（小学生 57 名、大人 70 名）を対象として実施しました。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 阿寒農業協同組合青年部 

取 組 の 名 称 出前授業 

実 施 時 期 令和 7 年 11 月 12 日(水) 釧路市立山花小中学校 

令和 7 年 11 月 15 日(土) 釧路市立阿寒小学校 

取 組 内 容 阿寒農協青年部ではこれまで、主に市内小学校において「出前授業」を開催 

してきた。釧路の酪農について、青年部員がスライドを使って説明。また、昼

食時には地元食材である阿寒丹頂黒和牛等を使っての調理実習の実施及び、よ

つ葉乳業株式会社の「根釧牛乳」を提供するといった食育活動を行っている。 

 

・山花小中学校では小学生全生徒を対象にくしろ酪農について、青年部員より

説明、授業中に根釧牛乳の試飲を実施した。 

・阿寒小学校では 2、3 年生を対象にくしろ酪農について、青年部員より説

明、授業中に根釧牛乳の試飲を実施した。 

 

本年度についても部員による調理実習は行わず、根釧牛乳と合わせて食材を提 

供し、各学校の授業の一環としてハンバーガー作りを行ってもらい、食べてい

ただいた。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市農業農村経営生産推進会議 

取 組 の 名 称 牛乳消費拡大事業 

実 施 時 期 ４月～３月 

取 組 内 容 地域の産業である酪農業を応援するため、北海道釧路商業高等学校（流

通経済科）３年生と連携し、「脱脂粉乳」を使用した新商品開発に取り組ん

だ。本取組に参加した高校生は、地域の牧場や牛乳の流通経路などを見学

し、地域の酪農や牛乳消費の実態について学びを深めた後、新商品の企画

立案に挑戦。高校生が企画立案した商品の製造は、パンとスープの店 Jim

ico.に依頼し、「MO～っちりスティック」が完成。完成した新商品は販売実

習会にて、高校生が実演販売を行った。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市農業農村経営生産推進会議 

取 組 の 名 称 食育授業 

実 施 時 期 ①令和７年５月９日 

②令和７年１２月１９日 

取 組 内 容 市内幼稚園や保育園において、牛乳に関する食育授業を実施。 

クイズや模擬牛を使用した搾乳体験の他、ミルカーや牛のエサなどを展示

した。 

② 釧路市立認定こども園阿寒幼稚園（令和７年５月９日） 

②釧路風の子認定こども園（令和７年１２月１９日） 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市 （こども育成課 釧路市子育て支援総合センター） 

取 組 の 名 称 子育て教室「はじめての離乳食」 

実施時期 ① 令和７年４月２３日  ③令和７年１０月２４日  

② 令和７年６月２７日  ④令和８年 １月３０日 

取 組 内 容 □目的 
 ・離乳食の進め方と基本を学ぶ。 
 
 
□対象者・参加人数 
 ・生後４カ月～６カ月の乳児の母親・その家族 
① 12組 25名 ②９組 21名 ③25組 53 名 ④24組 51名 

 
 
□内容・特徴 
 ・主に第１子を育てる家庭を対象としており、離乳食の基本的な知

識について学び、乳児期から、食べることが楽しいと感じられる
ような対応や環境作りの大切さを伝えています。 

 ・講師はこども育成課の管理栄養士が担当し、保育園の給食提供に
まつわる情報も取り入れることで、より実際的で身近に取り入
れやすい内容となっています。 

 ・第１子の母親は、離乳食に対する不安やとりかかるまでの抵抗感
が強い方が多く、講話を聴いた後は、「大変勉強になった」「大事
なポイントがわかり、安心して離乳食作りができる」と、ほぼ参
加者全員が満足したという感想を寄せています。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（こども育成課 釧路市子育て支援総合センター） 

取 組 の 名 称 子育て講座「親子でにっこり！楽しい食事」 

実 施 時 期 令和 8 年３月１０日 

取 組 内 容 □目的 
・乳幼児期の子ども達の食習慣にかかわる必要な知識について学び、
健康な身体作りや、食への関心を持ってもらう 

 
 
□対象者・参加人数 
・０歳～就学前の子を持つ母親・その家族、妊婦、子育てに携わって
いる方 

・２０組予定 
          
 
□内容・特徴 
・食事を通し、生きる基盤を作っていくという土台にたち、大人も一
緒に楽しい食事になるよう、子どもがいる家庭の食事作りのポイ
ントを伝える内容となっています。 

・地産地消の話も取り入れ、食材選びや調理の工夫をすることで、食
事作りに対する負担感を軽減し、子どもとの生活を楽しんでもら
いたいというねらいを持っています。 

・講座の中で、参加者同士の短時間のグループワークも取り入れ、身
近な疑問や工夫を伝え合う取り組みも大変好評です。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市 （こども育成課 釧路市子育て支援総合センター） 

取 組 の 名 称 子育て講座「おいしく楽しく離乳食」 

実 施 時 期 ① 令和７年 ５月２１日 

② 令和７年１０月 ８日 

取 組 内 容 □目的 
・乳幼児の健康な食生活について知識や情報を知り、健康な身体作り
や食への関心をもつ 

・簡単、手軽にできる食事について知る 
 
 
 
□対象者・参加人数 
・０歳～１歳（離乳食完了まで） 
① ２０組４１名  ② １２組２５名  

 
         

 
□内容・特徴 
・離乳食を始める家庭も、現在進めている家庭も食事を通し、生きる
基盤を作っていくという土台にたち、大人も一緒に楽しい食事に
なるよう、子どもがいる家庭の食事作りのポイントを伝える内容
となっています。 

・食材選びや調理の工夫をすることで、食事作りに対する負担感を軽
減し、子どもとの生活を楽しんでもらいたいというねらいを持っ
ています。 

・同じ食材で手軽にできる献立の試食もあり、「見る」「聞く」「食べ
る」があり、大好評な講座です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「豚汁」と「鮭と青菜の混ぜ込みごはん」 

Ⅰ 健康づくり Ⅱ 子どもを育む 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（こども育成課 保育係） 

取 組 の 名 称 給食だよりの配付 

実 施 時 期 毎月 

取 組 内 容 □目的 

毎月の献立をお知らせして給食で提供しているメニューを周知する。 

また、食について（保育園で提供している献立の作り方、季節の行事と食、

地産地消、栄養についてなど）情報提供を行う。 

 

□対象者 

保育園・認定こども園の保護者 

 

□内容・特徴 

配布した給食だよりは、私立保育園等にもデータ提供し、在園児の保護者

へ配布している。また、ホームページにも毎月掲載し、これから入園を検

討する方へも情報提供している。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（こども育成課 保育係） 

取 組 の 名 称 食育事業「おなか元気教室」 

実 施 時 期 令和 7 年８月～９月 

取 組 内 容 □目的 

・外部講師を招いて、食べ物の消化や吸収の仕組みを知る。 

 

□対象者・参加人数 

・釧路市公立保育園・認定こども園４園の園児 １５０名 

 

□内容・特徴 

・パワーポイントを見ながら、食べ物が体内で消化・吸収される仕組みを

学ぶ。 

・腸の模型を用いて、実際の小腸と大腸の長さを体験する。 

・良いうんちを出すための生活習慣について学び、「早寝、早起き、 

 朝ごはん、朝うんち」を全員で提唱する。 

・腸内に住み着く良い菌（ビフィズス菌）が悪い菌（大腸菌）を退治する

様子を動画で視聴する。 

・食育ボードを使用して、園児が当日のカレーライスの食材を３つの栄養

素別に分類する。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（こども育成課 保育係） 

取 組 の 名 称 食生活アンケート調査 

実 施 時 期 令和 8 年 1 月 

取 組 内 容 □目的 

給食の提供や、食育の参考とするためアンケート調査を実施 

 

□対象者、対象数 

釧路市公立保育園・認定こども園の園児２３３名の保護者  

 

□内容・特徴 

例年、基本項目（朝食の摂取状況やそれに係る生活時間）の他、テーマを

決めて保護者へ協力を依頼してアンケート調査を実施し、給食だよりや園

内の掲示等で、結果を周知している。 

今年度は、食事のマナーについて普段から心がけていることを聞いた。 

その結果、保護者が普段から心がけていることは、①食前食後の挨拶、 

②食べる時の姿勢、③好き嫌いなく食べる・残さず食べる、④食事前の手

洗い、⑤箸の持ち方の順に多かった。 

また、保育園や認定こども園へ食事について期待することは、①栄養のバ

ランス、②食事のマナー（箸の持ち方・姿勢等）、③安全な食材の使用、 

④好き嫌いをなくする、⑤旬の食材の使用、⑥地元食材・料理の提供の順

に多かった。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（こども育成課 保育係） 

取 組 の 名 称 親子食育の日（給食試食会） 

実 施 時 期 令和８年１月１４日～１月２８日 

取 組 内 容 □目的と内容 

・保育参観日に親子で給食を食べ、家庭での食事作りの参考や、給食を 

通じて食事が話題になるきっかけとなる。 

・２歳児クラスの保護者には、栄養士から朝食や食事バランスの大切に 

ついての講話を行う。 

 

□対象者・参加人数 

 釧路市公立保育園・認定こども園４園の保護者  約２４８名 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（健康推進課） 

取 組 の 名 称 （１）乳幼児健康診査 （２）妊婦相談  

（３）キッズ健診を主体とする栄養改善に向けた総合的事業 

（４）若者健診結果説明会 （５）くしろ健康まつり （６）健康教育 

実 施 時 期 （１）・（２）・（６）は通年実施、（３）は５～２月に随時実施 

（４）は 5 月以降通年実施 （５）は１０月５日に開催  

取 組 内 容 （１）乳幼児健康診査 

幼児及び保護者を対象とし、身体計測、医師による診察、保健師によ

る問診及び保健指導、管理栄養士等による栄養指導、幼児の場合は、歯

科医師による口腔内の診察を行っています。 

 

（２）妊婦相談 

 妊産婦及びその家族を対象とし、母子健康手帳交付時や、電話、訪問

等により、保健師及び助産師等が、妊娠・出産・育児に関する個別相談に

応じています。 

 

（３）キッズ健診を主体とする栄養改善に向けた総合的事業 

小学生（4～6 年）の児童及び保護者を対象とし、保健師による保健の

授業、管理栄養士による栄養教育、生活習慣病予防健診（血液検査含む）、 

 健診結果に基づいた親子健康ワークショップの開催などを、総合的に実 

施しています。 
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（４）若者健診結果説明会 

 18～39 歳の市民を対象とした若者健診（生活習慣病予防健診）受診

結果に基づき、保健師が個別に肥満改善やメタボリックシンドロームの

発症及び重症化予防のための保健指導を行っています。 

 

（５）くしろ健康まつり 

 北海道栄養士会釧根支部の協力により、栄養相談コーナーの設置、ま

た、釧路歯科医師会の協力により歯科健診、相談、口腔がん検診等を行

いました。その他、釧路市医師会、釧路薬剤師会、市立釧路総合病院等、

様々な関係機関が参加し、健康に関する普及啓発を行っています。 

 

（６）健康教育 

 企業、サークルなどの依頼に応じ、保健師が各ライフステージに応じ

た健康の保持増進に関する講話を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市教育委員会（学校教育課） 

取 組 の 名 称 ふるさと給食 

実 施 時 期 6,10,１月 

取 組 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさとの食材を通じて、ふるさと釧路の素晴らしさを再認識してもら

うために平成 2 年度から年 3 回程度実施しています。令和 7 年度は 6 月

ふき、阿寒ポーク、10 月たら、阿寒ポークの 2 回実施しています。 

  鯨肉給食は平成 16 年より実施し、令和 4 年からふるさと給食として提

供しており、令和 7 年度は令和８年 1 月頃に実施しています。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市教育委員会（学校教育課） 

取 組 の 名 称 小学生フッ化物洗口（口腔健康管理事業） 

実 施 時 期 令和７年６月～令和８年３月 

取 組 内 容 令和７年度の６月より市内の全小学校でフッ化物（フッ化ナトリウム水

溶液）による洗口を開始。※令和元年度２月～令和４年度までコロナウイ

ルスの感染拡大の影響により中止していました。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 ＪＡ阿寒女性部の紹介で釧路市地域おこし隊と農林課農林振興係による出

前授業 

取 組 の 名 称 
「牛さんなにが好き」 

実 施 時 期 
令和７年５月９日 

取 組 内 容 ０歳児～５歳児までが参加し、いつも見かける牛について、いつも飲んで

いる牛乳について学ぶ機会を設けていただきました。 

 

〇牛の生態から問題が出題され、何本の牛乳が出来るか、どんなご飯をた

べるか、重さはどのくらいかなどクイズ形式で楽しく学ぶことができま

した。 

〇実際の餌をみると大きくて硬い餌を食べていることがわかりました。牛

の角もありましたが、実勢に触ってみてその硬さや大きさに牛の強さを

想像することが出来ました。 

〇模擬牛による乳しぼり体験をしました。 

 

Ⅲ 食の理解を深める Ⅰ 健康づくり Ⅱ 子どもを育む 

 

29 



 

  

食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市 

（児童発達支援センター 野のはな園） 

取 組 の 名 称 野菜の栽培および収穫 

実 施 時 期 令和 7 年 5 月～9 月 

取 組 内 容 ＜目的＞ 

 ジャガイモ植えやインゲンマメの種まきなどの野菜の栽培や収穫をとお

して、自然と親しみ、野菜に興味関心を持つとともに、収穫した野菜で

できた給食を食べようとする気持ちを育てることを目的としてします。 

 

＜対象＞ 

児童発達支援センター 野のはな園 通園児 54 名 

 

＜内容＞ 

① ジャガイモ植え    5 月 8 日～5 月 15 日 参加園児 49 名 

② インゲンマメの種まき 6 月 12 日 参加園児 6 名 

③ インゲンマメの収穫  8 月 12 日,25 日 参加園児 7 名,8 名 

④ ジャガイモの収穫   8 月 25 日～9 月 2 日 参加園児 46 名 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（児童発達支援センター 野のはな園） 

取 組 の 名 称 地産地消を推進した給食献立の実施 

実 施 時 期 令和 7 年 7 月 22 日 

令和 7 年 7 月 30 日 

取 組 内 容 ＜目的＞ 

「地元でとれた食材の良さを理解し、もっと愛用しよう」をコンセプト 

に釧路産の食材を使用した給食を実施し、地元で収穫された農林水産物を

地元で消費する地産地消を推進することを目的としています。 

 

＜対象＞ 

 児童発達支援センター 野のはな園 通園児 42 名 

 

＜内容＞ 

① 釧路産パプリカ入りチンゲン菜と卵のスープ 7 月 22 日（火）  

喫食園児 32 名 

□玉子 □チンゲン菜 □パプリカ  

□だし汁 □コンソメ □醤油 □みりん □片栗粉 

② 釧路産昆布入りトマトときゅうりのサラダ  7 月 30 日（水）  

喫食園児 29 名 

□トマト □きゅうり □昆布 □いりごま 

□てんさい糖 □醤油 □酢 □ごま油 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（児童発達支援センター 野のはな園） 

取 組 の 名 称 食育指導の実施 

実 施 時 期 令和 7 年 12 月 10 日 

取 組 内 容 ＜目的＞ 

 給食で提供されている魚を使用して、食に対する興味関心を高め、給食

を食べようとする気持ちを育てることを目的としています。 

 

＜対象＞ 

 児童発達支援センター 野のはな園 通園児 49 名 

 

＜内容＞ 

 テーマ  「魚」 

 日時   12 月 10 日（水）11:00～11:25 

 参加園児 36 名 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（児童発達支援センター 野のはな園） 

取 組 の 名 称 給食参観日おける給食試食の実施 

実 施 時 期 令和 8 年 1 月 21 日～27 日 

取 組 内 容 ＜目的＞ 

 実際に提供している給食の試食をとおして味付や形態、色彩などを保護 

者に知ってもらい、家庭での食事作りの参考に繋げることを目的としてい 

ます。 

 

＜対象＞ 

 児童発達支援センター 野のはな園 通園児保護者 試食希望者 

 

＜内容＞ 

 令和 8 年 1 月 21 日（水）～27 日（火）の 5 日間 喫食家庭 22 名 

 【1 月 21 日（水）】 

 ・大根の味噌汁 ・サケのザンギ ・親子煮 ・青菜のツナ和え 

 【1 月 26 日（月）】 

 ・豆腐とカニ風味のスープ ・はんぺんのチーズフライ ・大豆の洋風

煮 ・切り干し大根のサラダ 

 【1 月 27 日（火）】 

 ・豚汁 ・鶏肉の照り焼き ・納豆 ・菜の花和え風 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（介護高齢課） 

取 組 の 名 称 短期集中予防サービス（口腔機能向上プログラム） 

実 施 時 期 令和 7 年 9 月 20 日～12 月 20 日 

取 組 内 容 《目的》 

保健および医療の専門職が短期間において提供するプログラムの利用を

通じ、要介護状態となることを予防し、その居宅において自立した活動的

で生きがいのある生活を営むことができるよう支援することを目的として

います。 

 

《対象》 

釧路市民の方で、以下のいずれかに当てはまる方 

１.65 歳以上で「基本チェックリスト」の結果等で特に口腔機能において

予防や改善が必要と判断された方。 

２.介護保険の要支援認定を受けている方。 

 

《R7 年度参加者》１０名 

 

《内容》 

３か月１コース（計４回）の実施となっており、歯科医師や歯科衛生士、 

言語聴覚士などが口の中の健康を保つ方法や呼吸法・体操などを指導しま 

す。正しく口腔の手入れをしながら、全身の体力をつけることができます。 

 

《URL》 

釧路市ホームページ 短期集中予防サービス  

https://www.city.kushiro.lg.jp/kenfuku/fukushi/1004926/1004

968/1004976.html 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（介護高齢課） 

取 組 の 名 称 介護予防継続教室 

実 施 時 期 通年 

取 組 内 容 《目的》 

住み慣れた地域の身近な会場において、釧路市介護予防プログラム「わ

かがえりレッスン」を継続受講し、元気でいきいきと生活し、要介護・要

支援状態になることを予防・遅延することを目的としています。 

 

《対象》 

おおむね 65 歳以上の釧路市民で、要介護・要支援認定を受けておらず、

「短期集中予防サービス」「おたっしゃサービス」に通っていない方。 

 

《令和７年度参加者》 １１月末現在 ３３４名 

《内容》 

 介護予防プログラム「わかがえりレッスン」を実施しています。レッス

ンの中では、噛む・飲み込む力の訓練のための口腔ケアが含まれ、顔・舌

体操や構音訓練などを実施しています。 

 

《URL》 

釧路市ホームページ 一般介護予防事業 介護予防継続教室 

https://www.city.kushiro.lg.jp/kenfuku/fukushi/1004926/1004

968/1004969.html 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 地産地消くしろネットワーク（事務局：釧路市産業推進室） 

取 組 の 名 称 親子で地産地消バスツアー 

実 施 時 期 8 月 

取 組 内 容 釧路市内の小学生とその保護者を対象に、釧路市の産業の見学や地場産

品を使用した体験等を通して、地元産業や地場産品の認知度向上と家庭で

の消費拡大を図っております。 

 令和 7 年度実績は 12 組 24 名の参加となりました。 

URL 

https://www.city.kushiro.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/006/411/2508145.pdf 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 地産地消くしろネットワーク（事務局：釧路市産業推進室） 

取 組 の 名 称 親子で地産地消体験 

実 施 時 期 1 月 

取 組 内 容 釧路市内の小学生とその保護者を対象に、地場産品に触れる体験と地場

産品を使用した親子でつくる料理を通して、地場産品の認知度向上と家庭

での消費拡大を図っております。 

 令和 7 年度実績は 11 組 22 名の参加となりました。 

URL：https://www.city.kushiro.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/006/411/2601091.pdf 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 地産地消くしろネットワーク（事務局：釧路市産業推進室） 

取 組 の 名 称 大人の地産地消体験バスツアー 

実 施 時 期 11 月 

取 組 内 容  くしろを代表する産業や自然について「知る」「食べる」「作る」をテー

マに、地場産品の魅力や地産地消への理解を深めてもらうことを目的に開

催しています。 

URL：https://www.city.kushiro.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/006/411/25111112.pdf  
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 地産地消くしろネットワーク（事務局：釧路市産業推進室） 

取 組 の 名 称 出前授業 

実 施 時 期 7 月～12 月 

取 組 内 容 釧路市内の小学校を対象に、くしろの産業と地場産品への関心や理解を

深めてもらうため、地元を支えている企業の方を講師に招き、出前授業を

行っております。 

 令和 7 年度実績は 18 校 732 名（うち、食育関係 12 校 406 名）に

地産地消・地場産品についての授業を行いました。 

URL：https://www.city.kushiro.lg.jp/sangyou/sanshien/1006404/1006409/1006411.htm 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 釧路市（国民健康保険課） 

取 組 の 名 称 国保特定保健指導の実施 

実 施 時 期 通年 

取 組 内 容 市国保特定健康診査を受診し、特定保健指導の対象となった方に、生活習 

慣改善のポイントなどの保健指導を行っています。糖尿病や高血圧症など 

の生活習慣病になる前に生活や食事に気を配り、生活習慣病の前段階であ 

るメタボリックシンドロームを予防・改善しようという取組みです。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 （一財）釧路市民文化振興財団 

（釧路市教育委員会 生涯学習課） 

取 組 の 名 称 市民学園講座「託児付き子育て応援講座」料理教室 

実 施 時 期 通年（令和 7 年 5 月～12 月） 

取 組 内 容 ●講座のねらい 

子育て世代の保護者が心身をリフレッシュしたり、生活を豊かにするた

めに必要な知識や技術等を身につけます。 

●対象 

市内在住で未就学児（６歳まで）がいる保護者。 

●実施日と内容（令和７年度実績） 

講座の一環として、料理教室を実施 

・５月２１日（木）『パンづくり教室』参加者２４名  

・６月１８日（水）『イタリア料理教室』  参加者２４名 

・７月２３日（水）『フランス料理教室』  参加者２３名 

・９月２４日（水）『お子様ランチ教室』 参加者１７名 

・１１月５日（水）『ケーキづくり教室』 参加者１６名 

・１２月１０日（水）『クリスマス料理教室』 参加者２４名 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 （一財）釧路市民文化振興財団 

（釧路市教育委員会 生涯学習課） 

取 組 の 名 称 市民学園講座「子どもチャレンジ」 

子ども料理教室 お菓子づくりを楽しもう 

実 施 時 期 令和 7 年 11 月１日（土） 

取 組 内 容 ●講座のねらい 

新しい友達と工作・実習などの作る喜び、自然に触れ合う体験を通じ、 

生きる知恵を身に着けます。 

 

●対象 

市内在住の小学校３年生～中学校３年生（定員 24 名） 

 

●実施日と内容（令和７年度実績） 

講座の一環として、料理教室を実施 

・１１月１日（水）子ども料理教室 

『お菓子づくりを楽しもう』     参加者２０名  

 

・栄養士・料理研究家の指導の下、アップルパイやマフィン、オレンジ

ゼリーの 3 品を作成しました。準備から片付けまで協力し合い、楽しく

お菓子作りをすることができました。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 （一財）釧路市民文化振興財団 

（釧路市教育委員会 生涯学習課） 

取 組 の 名 称 市民学園講座「まなぼっとわくわく体験隊」 

「料理教室」釧路でとれたお魚をつかった料理に挑戦 

実 施 時 期 令和 7 年 11 月２９日（土） 

取 組 内 容 ●講座のねらい 

花の栽培活動、ニュースポーツ体験、野外活動、宿泊体験活動、料理教室

など年間を通して様々な体験をします。 

 

●対象 

市内在住の小学校４年生～６年生（定員 24 名） 

 

●実施日と内容（令和７年度実績） 

講座の一環として、料理教室を実施 

・１１月２９日（土）     参加者１７名  

 

・釧路市水産課の事業に載る形で、市職員と講師のもと料理教室を行い、

ホッキカレーとカレイのフィッシュ＆チップスの 2 品を作成しました。 
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食育の取組報告 

 

食 育 推 進 計 画 

基 本 目 標 

 

取 組 実 施 主 体 （一財）釧路市民文化振興財団 

（釧路市教育委員会 生涯学習課） 

取 組 の 名 称 ふれあい料理教室 

実 施 時 期 令和７年１１月１２日（水） 

取 組 内 容 ●講座のねらい 

・地元で採れる魚介・野菜などの食材を利用した料理教室を企画・実 

施し、地産地消、市民交流を図ります。 

 ●対象 

  ・釧路市民 

 ●実施内容（令和７年度実績） 

・ヤンニョムチキン、チャプチェ、トッポギ  

・参加人数 １３名 

 

Ⅲ 食の理解を深める Ⅰ 健康づくり Ⅱ 子どもを育む 

44 



 

  

 


